「がん戦略研究について」講演（要旨）

土屋　了介・国立がんセンター中央病院院長

「戦略的アウトカム研究策定に関する研究」班顧問
　「戦略的アウトカム研究策定に関する研究」班の黒川班長より「戦略研究について、示されたような方針でやっていくとしたら、がんの場合、どういうことがいちばん問題となるのか」という質問があった。

がんの研究は予防・検診から始まり、診断・治療、そして緩和・終末医療に分かれると思う。対がん１０カ年戦略、がん研究助成金、がん臨床によって、診断・治療に今までかなりの努力が向けられてきた。特に、根本的な治療がどうやったらできるのか、正統的な研究がなされてきた。しかし、国民の中には、がん研究そのもの、あるいはがん医療に対する不満があることが問題になっている。従来の医学をベースにした研究よりは、むしろ国民は医療がどう改善されていくか、自分たちの方へどういう還元があるのか、というところを期待している。それに対して研究者側の研究は、相変わらず医学そのものに向いている、というところが問題であろう、と指摘した。

したがって、予防・検診という点、がんにならないのに越したことはない、あるいはがんになってもできるだけ早く、助かるうちに治療するということになろう。さらに、大きな不満は、積極的な治療ができないか、あるいは積極的な治療をやるにしても、効果が少ない場合に、その生活の質をどう高めるか、というところに研究者の関心が向いていない――積極的な治療には、多くの臨床医は熱心だが、それを離れたときになかなか面倒を見てくれない、というところに国民の不満がある、ということを指摘した。
このたびの戦略研究では、ひとつは乳がんの検診、いまひとつは緩和を中心としてケアプログラムによる地域介入研究という形で研究が行われる。

今まで、多くのがん研究に携わってきた、あるいは臨床に専念されてきた方が、アウトカムがはっきりした研究をして、明日、役に立つということになれば、手伝いをしたかいがあり、喜ばしい。とくに、課題２の緩和プログラムによる地域介入では、従来の緩和ケアとは違い、医療だけではなく福祉、介護に対する理解もないとなかなか実りも出ないだろうと考える。成果が国民に還元されるよう願っている。

